
ＴＫ正人の業界コラム･･･【左目は千里眼】（2018 年 04 月 15 日） 

タイトル～＜パチンコ遊技機～【６か月間のミドル機一覧】から･･･何が見える？＞ 

■今後の【新規則機】を鑑みて、現在の「ミドル機」を精査する。 

いよいよ４月になり、世は「新年度」を迎えた。そしてパチンコ業界は、「新規則機の保通協申請⇒保通協試験」が始

まる事になる。【パチンコは１，５００発機】に、【スロットは６号機】にと、今年の秋冬商戦を見つめて動き出す。 

「スロット６号機」においては、「上限＝２，４００枚規制」が始まるとは言うものの、「Ａタイプ」「Ａ＋ＡＲＴ」「ＡＴ」と言うカ

テゴリーにて、今後も順次開発が成され、年末～来年に向けて、『それなりの期待は出来る』ことになるだろう。 

そして「パチンコ新規則機」は、試験適合のボーダーラインは、出玉率上下抑制になったものの『ＭＮＲＳ値の比率

編では緩和されている』事もまた事実。しかしホール営業としては、現実的に「最大特賞出玉＝１０Ｒ／１，５００個」へ

の対応課題が残ってしまう事も現実である。 

そこで、将来の「パチンコ新規則機」に対応する為にも、とりあえず現状の「ミドル機」を精査してみましょう。 

 

■昨年１２月から、【ミドル機】は「２０機種」のリリース。 

昨年末の「大海物語４」から始まって、今年の５月リリースまでのミドルスペック機は「２０機種」のリリースになる。 

結果的に、平均的な「毎月３・４機種」がリリースされていました。ご確認ください(汗 

 

 

※上記【機種タイプ】の分類詳細は、以下の通りになりますので＜参照＞下さいませ。 

 

【機種タイプ概要】 【機種タイプ概要】

確変・・・確変突入率と継続率が同じ フルＳＴ・・・ＳＴ突入率も継続率も、全て１００％で固定

確変・RUSH・・・「確変」と同様。プラス「小当りラッシュ」付 変則ＳＴ・・・ＳＴ突入率が、常に１００％では無い（例：８０％で固定）

V確確変・・・確変状態の、「突入率」と「継続率」が異なる V確ＳＴ・・・ＳＴ確変の、「突入率」と「継続率」が異なる

Ｖ確転落・・・「Ｖ確確変」と同様で、転落抽選仕様



■上記一覧表からの注目点は、ミドル機の【最大出玉】。 

上記資料をご覧の通り、「ミドル機の最大出玉」は明らかに『全ての機種が１，５００個を超えている』のが現実です。 

また一方では、遊技機の稼働または支持等においては『絶対論では無く比較論となる』事もまた事実です。つまり

『出玉が多いから稼働支持が高い』と言う事では無く、あくまでも『遊技機どうしの比較の結果』だと思われます。 

しかしながら、パチンコにおける今後の「新規則機の未来」において、【１，５００個】と言うキーワードは、必ず【重要な

キーワード】になるでしょう。 

 

今後における「新規則機」のリリースが【１０月頃】と想定した場合、今年の後半（ＧＷ明け～秋）までは、「旧基準のミ

ドル機」がリリースされる可能性も高い。その時のテーマは『最後の２，０００発機をどうする？』・・・と言う事になる。 

その対応・思考の為には、「現状での２，０００発機」から【集客貢献】＆【稼働貢献】を検証しておく事が重要になる。 

いわゆる「結果的に良い機械・悪い機械」を検証しておく事で、あと半年間の＜２，０００発機のラストスパート思考＞

において、有効的な『「遊技機投資」を考える上での思考になる』と考えられます。そんな検証例を記してみましょう。 

 

■【スペック検証】の為に「並べ替え」で分類してみる。 

 

■まずは、ミドル機【１６Ｒ体感率】を検証。 

【１６Ｒ体感率】とは？・・・「電サポ中に、最大の１６Ｒは何％出現し、体感できるのか？」の検証数値化です。 

何はともあれ、打ち手ユーザーにとって、「大当りを体感する機会」は『２つある』。 

１つは【通常からの初当り】体感であり、もう１つは【確変中の連チャン当り】体感になる。そし打ち手としては『大当り

の出玉は多い方が良い！』と思うのは当然の事で、打ち手としては、可能な限り『最大出玉を求める』事になります。 

・・・であるならば、その『１６Ｒ大当りの体感が多い機種はどうなのか？』と言う機種検証も必要になると思われます。 

機種 計算

タイプ 低確 高確 低確 ⇒ 高確 最大出玉 通常時 電サポ中

1 2017年１２月 ４日 三洋物産 CR 大海物語４ ＭＴＢ 確変 319.6 36.4 55% ⇒ 55% 1,755 20.0% 20.0%

2 2017年１２月 ４日 SANKYO CR マイケル・ジャクソン Ｒ 確変 319.7 46.6 65% ⇒ 65% 1,872 0.0% 50.0%

3 2018年 １月 ７日 ミズホ CR 遊技性ミリオンアーサー ＭＪ 確変 319.7 85.3 65% ⇒ 65% 2,240 0.0% 65.0%

4 2018年 ２月１8日 ビスティ CR コードギアス Ｈ 確変 319.7 99.9 65% ⇒ 65% 1,920 0.0% 60.0%

5 2018年 ３月 ４日 ニューギン CR ｻｲﾎﾞｰｸﾞ009VSﾃﾞﾋﾞﾙﾏﾝ Ｌ－Ｔ　 確変 319.7 32.0 63% ⇒ 63% 1,792 0.0% 60.0%

6 2018年 ５月 ６日 メーシー CR ミリオンゴッドディセント ＹＭＢ　 確変 319.6 82.0 65% ⇒ 65% 2,240 25.0% 70.0%

7 2018年 １月 ７日 SANKYO CR 機動戦士Ｚガンダム Ｒ V確確変 319.7 128 .5 50% ⇒ 65% 2,240 0.0% 56.0%

8 2018年 １月 ７日 藤　商事 CR 地獄少女　宵伽 ＦＰＵ V確確変 297.9 128 .8 50.5% ⇒ 65% 1,872 31.5% 60.0%

9 2018年 ５月 ６日 サンセイR&D CR キャプテン翼黄金世代の鼓動 ＶＶ２　 V確確変 319.7 125 .1 50% ⇒ 65% 1,872 50.0% 50.0%

10 2018年 ２月 ４日 アムテックス CR 猪木６ Ｈ１ＢＺ８Ａ 確変・RUSH 315.0 50.1 60% ⇒ 60% 2,240 0.0% 53.0%

11 2018年 ２月 ４日 ソフィア CR さくらももこ劇場春夏秋冬 ＺＡ フルＳＴ 319.7 99.6 100% ⇒ 100% 2,240 0.0% 65.0%

12 2018年 ４月１５日 サミー CR 偽物語 ＬＴＤ フルＳＴ 299.3 95.8 100% ⇒ 100% 1,872 1.0% 80.0%

13 2018年 ３月 ４日 メーシー CR バジリスク ＬＢ 変則ＳＴ 319.7 62.7 80% ⇒ 80% 2,016 1.0% 50.0%

14 2018年 ４月 １日 高　尾 CR 一騎当千ＳＳ３ ＳＸＡ 変則ＳＴ 319.9 76.7 82% ⇒ 82% 1,584 1.5% 72.0%

15 2018年 ４月１５日 大一商会 CR 翠星のガルガンティア ＫＭ 変則ＳＴ 319.6 42.2 70% ⇒ 70% 1,872 0.0% 60.0%

16 2018年 ３月１８日 ソフィア CR 金の花満開 ＺＡＳＴ V確ＳＴ 319.7 150 .0 33% ⇒ 80% 1,872 0.0% 100.0%

17 2017年１２月１７日 ニューギン CR CR真・花の慶次２ Ｌ４－ＶＨ Ｖ確転落（1/271） 319.7 145 .3 70% ⇒ 100% 1,872 10.0% 100.0%

18 2018年 ３月 ４日 藤　商事 CR ＦＡＩＲＹ　ＴＡＩＬ ＦＰＭ Ｖ確転落（1/356） 319.7 191 .6 65% ⇒ 100% 2,080 0.0% 100.0%

19 2018年 ５月 ６日 平　和 CR ＪＡＷＳ再臨 Ｈ１ＢＹ２ Ｖ確転落（1/500） 319.6 162 .2 51% ⇒ 85% 1,872 2.0% 100.0%

20 2018年 ５月２０日 ソフィア CR 織田信奈の野望　巻ノ二 ＺＡ Ｖ確転落（1/401） 319.7 165 .1 40% ⇒ 86% 2,240 0.0% 100.0%

※16R比率は、「確変＆非確変」の合算値
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その観点から、「初当りしてから右打ち以後」での、【電サポ（＝ほぼ確変）中の大当り時の体感】を限定して考察する

と、「Ｖ確転落＝１００％」が完全に飛び抜けている。つまり、『右打ち中の当りは全部１６Ｒ確定する』事になる。 

その意味では、＜金の花満開＞も最近では唯一の「Ｖ確ＳＴ仕様」で、同様の１６Ｒ体感率になります。 

 

■次に、【高確率】と【機種タイプ】を同時に検証。 

『導入から高稼働した』と言われる機種は、＜大海物語４＞を除くと、なんとなく【高確率が低い】傾向が見受けられま

せんかねぇ？更に、その【機種タイプ】は『「Ｖ確確変」と「Ｖ確転落」が中心になっている』と思えませんか？ 

理由の一因としては、「高確率が低い⇒確変中のアウトが稼げる」と言う側面もあります。また演出面に目を移すと、

「高確率が低い＝ＳＡ値が高い」傾向になるので、『大当りまでサクサク消化する・・・と言う演出になりやすい』事も理

由の一つなんかもしれません。 

いずれにしても、【高確率の分母÷ＳＡ値】は、「電サポ中時間の長さ」になりますので、『長ければアウトが延びやす

い』事は事実ですが、演出のバランスによっては、『ただただ間延びするだけ』となる可能性もあります。 

その点も注意しながら、メーカー営業に『ＳＡ値を確認する』事をお忘れななく。 

 

また、「フルＳＴタイプ」も比較的「高確率が低い」傾向にあり、ちょいと昔の「マックスＳＴ機」と同様の傾向があります

が、リリース機種数も少ない事から、一概に『打ち手の支持がある』とも『ない』とも判断は難しい状況ですね。 

 

■今後は、【小当りＲＵＳＨタイプ】の検証が必要になる。 

新規則パチンコ機において、「１，５００個＋小当りＲＵＳＨ（５００個）＝２，０００個」と言う仕様が気になるところです。 

本来は、『依存症対策＝射幸性を下げる』と言う定義での規則改正でしたが、やはり、「２，０００発と言うカテゴリーは

捨て難い」事もまた現実で、今後のパチンコ開発には期待したいところでもあります。 

 

そうなると、今年のリリースでは＜猪木６＞だけとなっていますが、この夏に向けて＜カイジ４＞を筆頭に他機種のリリ

ースも気になるところです。 

『確変中にどのくらい玉が増えるのか？』が主題となるでしょうが、この場合も【高確率の分母÷ＳＡ値＝電サポ時間】

となり、「玉の増加スピード」と併せ「平均所要時間」も重要になります。 

今後は、打ち手ファンが、『どの体感を支持するのか？』『支持しないのか？』を、「アウトと言う数値」で答えを出して

くれます。その結果と推移を検証しながら、次期営業戦略に組み込んでいかねばなりませんね。 

 

■【まとめ】の一言 
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 ＴＫＣ～【法人セミナー】のご案内  
 

「ＴＫ髙橋の千里眼セミナー」ですが、基本的に「単一法人様での勉強会」となります。 

各法人様の意向を踏まえ、内容はカスタマイズさせて頂きます。 

※組合様等の場合、内容にて摺り合せが必要な場合がございますので、ご相談させて頂く事となります。 

 

＜日 時＞：ご依頼会社様の希望とのご相談の上、決定させて頂きます 

＜場 所＞：ご依頼会社様にて、手配をお願い致します。 

        ※関西エリアにおいては「大阪元町・スリーストン大阪営業所」開催は可能（概ね１５名まで） 

＜時 間＞：「１日＝４～５時間」が基本となります。（休憩含む拘束時間です） 

＜費 用＞：基本価格～「１開催＝１５万円」となります。（※只今、「ＴＫＣ会員様＝１０万円」となります） 

＜内 容＞：ご依頼会社様とのご相談の上決定させて頂きます。 

※基本的に、「業界情報」・「パチンコ運用」・「店舗全体運営」の内容が中心となります。 

※「業界動向セミナー」は、随時必要なタイミングにての開催を推奨いたします。 

※「パチンコ運用セミナー」は、２回～３回（月１回）の連続開催を推奨いたします。 

＜その他＞：交通費（長野県長野市から）・宿泊費は別途請求となりますのでご了承くださいませ。 

 

～＜セミナーのカスタマイズ＞について～ 

⇒【勉強会開催において、多岐に渡るセミナー内容を同時開催したい場合】等。 

弊社内容の他、「スロット運用」・「マーケティング情報」等々、内容のご希望がありましたらご相談下さい。 

同日（または別日）、別コンテンツの専門的講師の推薦紹介させて頂き、同時（別日）開催となります。 

（※この場合、別途講師費用と諸経費が加算されますので、ご了承くださいませ） 

 

 

＜お問い合わせ＞ 

弊社代表「髙橋正人」まで、ご連絡下さいませ。 

【メールアドレス】：info@tkc-g.jp  

【電話連絡】：（会社）026-256-9677 （携帯）090-3063-1757 
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有限会社 トータル・ノウ・コネクションズ����

住所：長野県長野市南堀５３０－５����
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